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静謐な澄んだ響きに宿る光と翳
　　　　　　俊英プリッチン、日本初リサイタル！

〈エスポワール スペシャル 16〉

violin

アイレン・
  プリッチン

メトネル：ヴァイオリン・ソナタ第1番 ロ短調 Op.21
Medtner: Sonata for Violin and Piano No.1 in B minor Op.21

ヤナーチェク：ヴァイオリン・ソナタ
Janáček: Sonata for Violin and Piano

ラヴェル：ヴァイオリン・ソナタ（遺作）
Ravel: Sonate pour violon et piano ‘posthume’

エネスク：ヴァイオリン・ソナタ第3番 イ短調 Op.25
《ルーマニア民俗風》

Enescu: Sonate pour violon et piano No.3 en la mineur Op.25 
“Dans le caractère populaire roumain”

Tomoki Kitamura
北村 朋幹

piano

10 17 2022
月

Monday 17 October 2022, 19:00 TOPPAN HALL
トッパンホール19:00開演

全席指定 5,500円／ U-25 2,500円



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。
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Tomoki Kitamura
　2021年10月19日開催の予定が、コロナ禍で1年の延期
を余儀なくされたアイレン・プリッチン公演。今回はピアニ
ストに北村朋幹を迎え、それに伴いプログラムも改めて練
り上げ、待望の公演が実現する。
　
　2019年2月、日本中の注目を集めて開催されたテオドー
ル・クルレンツィス率いるムジカエテルナの初来日公演は、
クルレンツィスとコパチンスカヤという2人のアーティストの
圧倒的な存在感が、否応なく時代の変革を予感させた。
さらに、その感動の中で1人の若者が、静かに、しかし衝
撃的に出現したのだ。彼の名は、アイレン・プリッチン。そ
の日、彼はムジカエテルナのゲスト・コンサートマスターを
務めていた。チャイコフスキー・プログラムで、前半の組
曲第3番の演奏後、クルレンツィスの指名でチャイコフス
キーのヴァイオリン協奏曲をアンコールとして演奏し、満員
の聴衆の度肝を抜いた、あのヴァイオリニストだ。
　〈エスポワール スペシャル〉は、海外の若い才能をいち早
く日本に紹介するシリーズ。2004年の開始以来、日本、あ
るいは、都内でのデビューリサイタルを展開してきた。ユリ
ア・フィッシャー、ルノー・カプソン、ソル・ガベッタ、
ポール・ルイス、ヴェロニカ・エーベルレ、パヴェル・ハー
ス・クァルテット、ベアトリーチェ・ラナなど、いまや世界
の第一線で活躍する名手が名を連ねている。プリッチンも、
歴代の〈エスポワール スペシャル〉出演アーティストと同様
に、自分のやりたい音楽がしっかりとベースにあり、その信
条にしたがってプログラムを組み立てていくタイプの音楽家

だ。テクニックを売りにして、現代ヴァイオリン技術の最高
峰を目指すといったタイプとは一線を画している。自己主張
はそれなりに強いが、気ままに個性に走るのではなく、音
楽の枠の中で的確に表現してくるのが心地よい。そんなプ
リッチンが北村朋幹と熟慮を重ね、選曲したのが今回のプ
ログラムだ。北村の意向、志向を十全に汲み取りつつも、
自身の個性をしっかりと出してくるあたり、やはり只者ではな
い魅力に溢れている。
　北村朋幹については、改めて紹介するまでもないだろう。
10代半ばからトッパンホールでの活躍を開始し、ソロ、室
内楽、協奏曲の奏者、またリート・ピアニストとして、そ
の多彩ぶりを発揮してきた。充実した活動を国内外で展開
しているいま、プリッチンという新たな才能との出会いに
よって、彼らがどのように反応し合うのかも楽しみで目が離
せない。
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Aylen Pritchin アイレン・プリッチン 北村 朋幹


